
11億7,820万円（4.1％）

繰越金
７億円　　　 （2.4％）
繰入金
６億4,760万円（2.3％）

寄附金
６億円　　　 （2.1％）

使用料および手数料
５億3,854万円（1.9％）

地方譲与税
２億3,200万円（0.8％）

分担金および負担金
２億1,751万円（0.8％）

そのほか
４億6,569万円（1.7％）

商工費
５億1,214万円（1.8％）

農林水産業費
４億4,060万円（1.5％）

議会費
２億7,305万円（1.0％）

そのほか
１億5,969万円（0.6％）

101億5,197万円（35.5％）

39億   155万円（13.7％）

36億2,785万円（12.7％）

35億   183万円（12.2％）

35億3,436万円（12.4％）

12億8,009万円（4.5％）

171億4,400万円（60.0％）

８億     20万円（2.8％）

32億3,137万円（11.3％）

16億1,662万円（5.7％）

13億8,100万円（4.8％）

９億8,679万円（3.4％）

民生費

教育費

衛生費

土木費

総務費

公債費

消防費

市税

国庫支出金

市債

県支出金

諸収入

地方消費税交付金

　

平
成
30
年
度
の
予
算
総
額
は
566
億
７
千
200
万
円
（
前
年
度
比
３
・
４
％
減
）
で
す
。
こ

の
う
ち
、
一
般
会
計
は
285
億
６
千
135
万
円
（
前
年
度
比
０
・
３
％
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
１
年
間
の
お
金
の
使
い
道
と
、
ど
の
よ
う
な
事
業
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か

を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
端
数
処
理
の
関
係
で
合
計
な
ど
が
一
致
し
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

問
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施
政
方
針
と
当
初
予
算

　地域経済を取り巻く状況は、雇用、所得環境が改
善し、景気は緩やかな回復基調が続いています。そ
の一方で、潜在成長力の伸び悩みや将来不安からの
消費の伸び悩み、中間層の活力低下といった課題を
抱えています。
　こうした状況のなか、人口増加や財源確保に向け
て投資を行い、次に掲げる３つの方針に沿って進め
て行きます。

税目 予算額 前年度比
市民税 68億3,540万円 6.2
固定資産税 85億6,670万円 0.1
軽自動車税 １億7,320万円 4.8
市たばこ税 ４億3,700万円 △6.0
都市計画税 11億3,170万円 △1.2

市税の内訳

会計別予算

一般会計の推移

285億  6,135万円一般会計

会計名 予算額 前年度比
一般会計 285億6,135万円 △0.3
特別会計 158億7,998万円 △7.3
　国民健康保険 67億1,850万円 △12.0
　公共下水道事業 35億   438万円 △11.1
　訪問看護事業 2,575万円 △3.7
　介護保険 47億5,255万円 2.3
　後期高齢者医療保険 ８億7,878万円 0.0
企業会計 122億3,066万円 △5.3
　水道事業 19億7,588万円 △11.0
　病院事業 102億5,478万円 △4.1
総合計 566億7,200万円 △3.4

300億

270億

24 25 26 27 28 3029 （年度）

274億
445万円

256億
7,457万円

260億
3,569万円

289億
4,839万円

286億
4,614万円

285億
6,135万円

290億
587万円

次に、施政の基本方針に
ついてご説明します。

次ページへ

歳入 歳出

　１つ目は、魅力あふれる碧南市を創造することを
目指した「まち・ひと・しごと」の創生、２つ目は、
安心安全対策の重点実施、３つ目は、税収に対応で
きる財政構造の確立です。
　さまざまな課題への取組みやマニフェストの実現、
さらには最大限の市民満足度に向け、市民や企業、
近隣自治体などとの連携をより一層深めながら、進
化・発展するよう各種事業を推進してまいります。
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